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１．はじめに 

施設事故時あるいは停電時において、水道事業体は、応急復旧、応急給水等の諸

活動を計画的かつ効率的に実施することが求められる。 

施設事故時あるいは停電時にこのような諸活動を迅速・的確に行うためには、

各々の水道事業体が規模・地域の特性に応じた適正なマニュアルを事前に作成して

おくことが不可欠である。 

施設事故・停電対策マニュアル策定指針は、中・小規模の水道事業体の中で、施

設事故・停電対策マニュアルを作成していない事業体や作成済みであっても実働マ

ニュアルとしては不完全である事業体を対象に、事故時の事後対策の諸活動が迅

速・的確に実施できる実働的なマニュアルを効率的に策定できるよう構成したもの

である。 

 

２．施設事故・停電対策マニュアル策定指針の構成 

施設事故・停電対策マニュアル策定指針は、以下のⅠ、Ⅱにより構成している。 

 

Ⅰ．施設事故・停電対策マニュアルの概要と作成方法 

施設事故・停電対策マニュアルの構成、基本的な考え方等を説明するととも

に、「Ⅱ．施設事故・停電対策マニュアル(例)」を基本とした作成方法を示して

いる。 

１．総論 

危機管理対策マニュアル策定指針【共通編】参照。 

２．事前対策 

事故発生後に的確な活動が実施できるよう事前の準備について、

基本的な考え方を示している。 

３．事後対策 

事故発生後に的確な活動が実施できるように基本的な考え方を示

している。 

 

Ⅱ．施設事故・停電対策マニュアル(例) 

中・小規模の水道事業体を対象とした標準的な施設事故・停電対策マニュア

ル(例)を示している。 
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Ⅰ．施設事故・停電対策マニュアルの概要と作成方法 

 

1.総論 

危機管理対策マニュアル策定指針【共通編】を参照。 

 

2．事前対策 

2.1 応急体制組織と業務 

2.1.1 初動体制の確立（職員の動員と配備等） 

施設事故・停電時の職員の動員と配備について、非常配備基準・体制、参集方法、

留意事項などをとりまとめておく部分である。 (PⅡ-18～21 参照) 

 

2.1.2 応急体制の確立、応急復旧、応急給水 

１）事故対策本部（（施設事故・停電） 

施設事故・停電等が発生した場合の事後対策は、事故対策本部(以下、対策本部

という)を設置し、対応を組織的に進める必要がある。 

対策本部の組織は、以下に示すように、事故対策本部長、水道技術管理者、電気

主任技術者による統括の下、応急給水を実施する応急給水班、浄水施設等の応急復

旧を行う浄水施設復旧班、管路の通水作業等を行う管路班、これらの活動を支援す

る総務班により構成することを基本としている。 

事故対策本部長等 ：事故対策本部長、水道技術管理者、電気主任技術者 

総務班   ：総括(班長等)、調査・広報担当、動員・調達担当 

応急給水班   ：総括(班長等)、計画・情報担当、応急給水チーム 

浄水施設復旧班  ：総括(班長等)、計画・情報担当、浄水施設等復旧チーム 

管路班   ：総括(班長等)、計画・情報担当、管路チーム 

 

なお、小規模事業者等で職員数が少なく、単独ではマニュアル例のような階層的

な組織作りができない場合には、以下のようにして対策本部の組織を構成する。 

・ 各担当等で可能なものについては兼務とする。 

・ 対策本部組織で担当者が不足する部分を市長部局の職員に依頼する。 

・ 応援依頼業務の選定結果に基づき、応急給水の各担当等の一部を応援事業者

等に依頼する。 
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２）事故対策本部会議 

対策本部会議は、施設事故・停電時の応急復旧目標や応援要請等を決定する機関

で、会議の構成委員及び決定すべき主要な事項等をとりまとめておく部分である。

対策本部会議の委員は、マニュアル例では、事故対策本部長、水道技術管理者、電

気主任技術者、総務班長、応急給水班長、浄水施設復旧班長及び、管路班長で構成

しているが、それぞれの水道事業者等の組織規模に応じて設定する。 

 

３）事故対策本部長等（PⅡ-25,26 参照） 

事故対策本部の責任者である事故対策本部長およびそれを技術面から補佐する

水道技術管理者は、応急復旧・応急給水の目標や応援要請の範囲・規模等の重要事

項を決定する。また電気主任技術者を事故対策本部に配備し、電気設備の事故対応

等の統括を行う。なお、電気主任技術者を外部に委託している場合は、事故時等に

連絡して事故対策本部に配備する。 

 

４）各事後対策班の担当業務 

この部分は、被災時の事後対策業務を実施担当毎に事前に検討し、整理し、とり

まとめておく部分である。 

マニュアル例では、総務班の業務、応急給水班の業務、浄水施設復旧班の業務、

及び管路班の業務について、実施する業務項目を抽出して、それらの実施時期、業

務内容、留意事項等を整理した「業務内容表」を作成しており、これを参考にする。 

 

 総務班の業務   ：PⅡ-27～33 参照 

 応急給水班の業務  ：PⅡ-34～41 参照 

 浄水施設復旧班の業務 ：PⅡ-42～50 参照 

 管路班の業務   ：PⅡ-51～57 参照 

 

５）情報連絡体制 

施設事故・停電時は、事故状況等の情報が輻輳し混乱するおそれがあるので、情

報連絡の流れ、通信手段等の情報連絡体制を、事前に定めておく必要がある。 

対策本部における情報連絡体制は、情報の内容に応じて、「4.2 情報連絡系統図」

(PⅡ-58～60 参照)に示すように整備する。 

情報連絡のための通信手段は、対策本部事務所(水道課等)と現場チームとの間等

を対象にあらかじめ定めておかなければならない(例：携帯電話、無線等)。 
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2.2 事後対策資料の準備 

施設事故・停電時の初動体制、応急体制の確立、応急給水・応急復旧の活動を迅

速・的確に行うために、必須事項として、以下に示す事後対策資料を事前に準備し

ておく。 

・ 非常配備体制表（電話連絡網兼用） 

・ 関係機関連絡先リスト 

・ 指揮命令・連絡調整系統図 

・ 重要施設等位置図（給水拠点と給水対象施設） 

・ 水道施設一般平面図 

・ 設備等点検等チェックリスト 

・ 機器操作マニュアル 

・ 自家発電設備関連資料 

・ 機械・電気計装設備完成図書 

・ 配管図 

（表 2-2（PⅡ-13）参照） 

  

2.3 関係機関との連携 

施設事故・停電時には、以下に示す事故状況等を報告する国や都道府県の水道担

当部署、停電時に停電状況、復電の見通し等を確認する電力会社、および応援協定

に基づき応急給水等の応援要請を行う水道事業者等、地元業者等との連携が非常に

重要であり、これらの関係機関等を事前に整理しておく。 

また、長時間かつ広範囲にわたる停電（ブラックアウト等）に対する準備として、

可搬型発電設備の手配、自家発電設備等の燃料供給に係る連絡先、給油方法につい

て把握しておくとともに、学校、医療機関及び社会福祉施設などへの応急給水にあ

たっては、担当部局と連携して実施する必要があることが想定されることから、平

常時からその方法などについて調整を図っておくことが重要である。 

・ 国・都道府県 

・ 市関係機関等 

・ 応援水道事業者等 

・ 応急給水応援団体 

・ 浄水施設等復旧応援団体 

・ 管路復旧応援団体 

・ 物資等確保機関 

・ 他のライフライン 

・ 重要施設(避難所、病院、福祉施設等) 

（表 2-3（PⅡ-15）参照） 

これらの関係機関との連絡先については、定期的に確認しておくとともに、連絡

内容に応じて相手方事業者等の担当を事前に定めておくことが重要である。 
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2.4 教育・訓練等 

被災時に迅速・的確に行動するためには、施設事故・停電対策マニュアルに基づ

き、教育・訓練を行い、事故等に対する職員の意識と対応能力の向上を図ることが

重要である。 

施設事故・停電に関する訓練は、以下に示すように、応急給水や応急復旧の実施

だけでなく、職員の動員・配備と対策本部の設営、情報連絡、水道施設の点検・緊

急措置、応援要請・受入等の訓練も含める必要がある。 

 

１）動員訓練 

(1)職員の動員・配備と事故対策本部の設営 

非常配備基準を設定し（例：第２非常配備）、以下に示す動員訓練を「3.1 初動

体制の確立」(PⅡ－18～21 参照)に基づいて行う。 

・ 職員の参集、配備 

・ 事故対策本部の設置 

 

２）情報連絡訓練 

定められた方法（通信機器、資料・様式等を含む）により、以下に示す情報連絡

訓練を行う 

 

(1)指揮命令事項の伝達 

以下に示す指揮命令事項について、具体的な内容を設定し、「4.2.1 指揮命令系

統図」（PⅡ－59 参照）に沿って情報連絡訓練を行う。 

・ 応急給水の作業方針・範囲等 

・ 応急復旧の作業方針・範囲等 

・ 応援要請、広報等の方針 

 

(2)事故・停電状況等の情報収集・整理と市民・報道機関等への広報 

以下に示す事項について具体的な内容を設定し、「4.2.2 情報収集・広報連絡系

統図」、「業務内容表（総務班：業務項目 No.23,27、応急給水班：同 No.52,61-1、浄

水施設復旧班、管路班：同 No.81,91-1）」に従って情報連絡訓練を行う。 

・ 浄水場等の施設事故状況あるいは停電状況、断水状況および復旧状況 

・ 応急給水状況 

・ 浄水場等の応急復旧計画 

・ 応急給水計画 
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(3)各会議の実施 

水道施設の事故、停電の状況を設定して、応急復旧・応急給水の範囲、規模、目

標、応援要請方針等の重要事項を決定する対策本部会議の訓練を行う。 

また、班毎に活動方針の指示、活動状況の報告、確認を行う班会議の訓練を行う。 

 

３）水道施設の事故・停電状況確認・緊急措置訓練 

施設・設備の事故発生箇所あるいは停電の範囲を設定した上で、被害確認、緊急

措置の訓練を行う。なお、緊急措置は給水に影響を及ぼすおそれがある場合は、緊

急措置を実施したことにして訓練を進める(実際は行わない)仮想訓練あるいは図

上訓練により行う。 

 

(1)施設・設備等の事故・停電状況確認、緊急措置 

以下に示す事項について、「業務内容表（浄水施設等復旧チーム：業務項目 No.72）」

に従い、「設備等点検チェックリスト」等を用いて行う。 

（被害確認） 

・ 施設・場内管路の破損、漏水等の確認 

・ 設備の事故状況・稼働状況の確認 

・ テレメータによる配水池の水位、流量、ポンプの稼働状況確認 

・ 通信設備の作動の確認等 

（緊急措置） 

・ 事故を想定した施設について、前後のバルブ閉止による切り離し 

・ 自家発電設備等への切替え 

・ 可搬型発電設備等の手配、切替え 

・ 事故を想定したポンプ等について、停止措置および予備機の起動 

・ 塩素漏洩に対する措置等 

 

４）応援要請、受入・配備訓練 

(1)応急給水の応援要請と受入・配備 

以下に示す事項について具体的な内容を設定し、「業務内容表（総務班、：業務項

目 No.31、応急給水班：同 No.31）」に従って、関係機関を含めた応援要請、受入・

配備訓練を行う。 

・ 応急給水の応援人員、給水車両、応急給水資材等 
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５）応急給水訓練 

(1)応急給水計画の作成 

断水状況、道路被害状況等を設定して、「業務内容表（応急給水班、：業務項目

No.52）」に従って、応急給水量の算定、応急給水方法、必要な人員・車両等を含め

た応急給水計画を作成する訓練を行う。 

 

(2)応急給水の実施 

以下に示す応急給水方法について、市長部局職員や住民も参加して応急給水の

実施訓練を行う。 

・ 運搬給水基地（非常用給水設備等を設置した配水池等）における給水車への

給水 

・ 給水場所における給水車による応急給水の実施 

・ 応急給水の水質確認 

なお給水車、応急給水資材等は事故発生に備え、日常から点検・整備を行って

おく。 

 

６）応急復旧訓練 

(1)応急復旧計画の作成 

浄水施設等の事故状況、停電の範囲を設定して、「業務内容表（浄水施設復旧班：

業務項目 No.81）」に従い、目標復旧期間、応急復旧の方法、必要な人員・資機材、

復旧工程等を含めた応急復旧計画を作成する訓練を行う。 

 

(2)訓練等の実施 

事後対策は職員のほか、関係機関等の協力を得て行うものであり、訓練等につ

いても関係機関や市民の参加を求め、平常時からの事故対応の広報についてもま

とめておく。 

 

2.5 水道施設の事故・停電対策 

水道施設の事故を未然に防ぎ、あるいは停電に対応するとともに、給水への影響

を軽減するためには、各水道事業者等で施設事故対策、停電対策等を計画的に実施

する必要があり、この部分はこれらの対策について記述する部分である。 
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１）施設事故対策 

施設事故対策として、以下について記述する。 

 ①施設の予防保全、計画的更新 

 ②重要度の高い設備の危険分散等 

 ③復旧の容易な設備の採用等 

 

施設事故による水道施設の被害や給水への影響を軽減するためには、日常の予防

保全を実施するとともに、設備等の機能診断を行い、劣化したものについては、適切

な更新計画を立てて計画的に更新を行う。 

動力、制御、情報通信等の重要度の高い設備については、二重化、二系統化して、

危険分散を図るとともに、必要に応じて自家発電設備等の整備やバックアップシス

テムを確立する。 

復旧を容易にするために、設備は可能な範囲で、標準化・汎用化された製品の採用

等により、簡素化、ユニット化する。また設備の設置場所、ケーブル・配管の設置位

置は、復旧作業を考慮して適切なものとする。 

機能診断、施設更新の検討に当たって参考となる文献を次に示す。 

① 社団法人 日本水道協会「水道設備トラブル事例集 2005（平成 16 年）」 

② 社団法人 日本水道協会「水道施設更新指針（平成 17 年５月）」 

③ 財団法人 水道技術センター「水道施設の機能診断の手引き（平成 17 年 4月）」 

 

２）停電対策 

停電に備え、以下の対策を検討する。 

① 二回線、二系統受電方式の採用 

② 非常用電源設備（自家発電設備）の設置 

③ 無停電電源装置の設置等 

④ 可搬型発電設備、電源車による給電 

 

３）水運用による対策 

施設事故、停電による給水への影響を軽減するためには、以下の対策を検討する。 

① 配水池容量の増加 

② 相互融通管路の設置等（他系統、隣接市町村との連絡管等） 

 

１）～３）の対策は、水道施設の形態(配水方式が自然流下方式あるいはポンプ圧

送方式か、他の浄・配水系統の有無等)、各対策による効果や経済性等を総合的に評

価し、採用の可否及び適正規模を決定する。 
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3．事後対策 

事後対策は、「3.1 初動体制の確立」、「3.2 応急体制の確立、応急復旧、応急給水」

により構成し、事後対策の諸業務を迅速・的確に実施し平常給水の早期回復を目指

す部分である。 

 

3.1 初動体制の確立 

施設事故・停電の発生後、事前対策で定めた「職員の動員と配備」、「対策本部の設

置」等を行う。 

 

3.2 応急体制の確立、応急復旧、応急給水 

初動体制を確立した後、施設事故の状況あるいは停電の状況および断水状況を調

査し、応急給水・応急復旧に必要な体制を決定し、他の水道事業者等に応急給水等の

応援要請を行い、それらを配備して応急体制を確立する。 

応急給水・応急復旧は、被害状況・断水状況に応じて範囲・方法等を定め、応援事

業者等の協力を得ながら、計画的に実施する。 

 

3.2.1 事故対策本部 

事前対策で定めた「事故対策本部」体制に基づき、業務を実施し、応急復旧・応急

給水を計画的に進める。 

対策本部には、意思疎通、職員に対する指揮・統制、情報の収集・集約・共有、関

係機関との連携、必要な資機材の調達・管理、事後対策の実施などの機能が求められ

る。 

 

3.2.2 事故対策本部会議（PⅡ-25,26 参照） 

初動体制が確立された段階や施設事故・停電の状況、断水状況等が確認できた段

階、および応急復旧・応急給水を進める段階において、定期的あるいは臨時に事故対

策本部会議を開催し、次の事柄を決定する。 

（１）水道施設の事故状況あるいは停電状況を把握し、応急復旧・応急給水の範

囲・規模・目標等 

（２） 他の水道事業者等への応急給水の応援要請の方針 

（３） その他事後対策に必要な事項 

 

  



 
 

Ⅰ－10 

 

3.2.3 事故対策本部長等（PⅡ-25～26 参照） 

対策本部の統括を行う対策本部長、水道技術管理者は、対策本部活動の指揮・命

令、本部会議の開催等を実施する。また電気主任技術者を事故対策本部に配備し、電

気設備の事故対応等の統括を行う。なお、電気主任技術者を外部に委託している場

合は、事故時等に連絡して事故対策本部に配備する。 

 

3.2.4 各事後対策班の担当業務 

初動体制の確立を行った後、対策本部の方針決定に基づき、事前対策で準備した、

事後対策班の「業務内容表」、「事後対策資料」及び「関係機関との連携」等の資料を

活用し、事後対策の諸業務を迅速・的確に実施する。 

 

１） 総務班の業務（PⅡ-27～33 参照） 

・ 組織的な応急体制を確立するため、総務班の業務内容表に基づき、他班との

総合調整、情報連絡、市民対応、他水道事業者等への応援要請等を迅速・的

確に実施する。 

・ 広報にあたっては、重要インフラである水道の供給への影響如何により、社

会的混乱が起こることも十分に考えられるため、積極的な情報発信が求めら

れるが、発信する内容の正確性を吟味し、時期については、関係者とも十分

な連携の上で行うことが重要である。 

・ 市民への広報にあたっては、応急給水の予定に関する情報を、随時更新しつ

つ、きめ細かく具体的に発信していくことが極めて重要であり、防災無線、

ホームページ・SNS、報道機関による情報提供など利用可能なあらゆる手段

を活用する。 

 

２） 応急給水班の業務（PⅡ-34～41 参照） 

・ 応急給水は、施設事故・停電に伴う断水範囲等を踏まえて、応急給水計画(応

援依頼の規模を含む)を作成し、その計画に沿って、運搬給水等による応急

給水を実施する。 

 

３） 浄水施設復旧班の業務（PⅡ-42～50 参照） 

・ 応急復旧は、浄水場等の施設の事故状況あるいは停電状況等を把握した上で、

あらかじめ検討した応急復旧方法を参考に、応急復旧方法等を設定し、順次

実施する。 

 

４） 管路班の業務（PⅡ-51～57 参照） 

・ 施設事故・停電が発生した初期の段階で断水状況を把握し、施設が復旧した

段階で管路の洗管・通水作業を行う。 
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Ⅱ．施設事故・停電 

    対策マニュアル(例) 
 

 

 

①施設事故・停電対策マニュアル(例)は実践的な内容とし、これを表や図を用い

て容易に理解できるようにした。 

 

②事故時等に実施する業務全体を一覧できるように、業務項目を整理した『業務

概要表』を作成した。（表 2-1 (PⅡ-11)参照) 

 

③事故時等に、誰が、いつ、何を、どのように行うかを明確にするために、担当

毎に実施する業務項目を抽出し、それらの実施時期、具体的な業務内容、実施

上の留意事項等を示した『業務内容表』を作成した。 

     初動体制の確立(全職員)：PⅡ-18～21 参照 

     対策本部長等         ：PⅡ-25～26 参照 

総務班            ：PⅡ-27～33 参照 

応急給水班          ：PⅡ-34～41 参照 

浄水施設復旧班        ：PⅡ-42～50 参照 

管路班            ：PⅡ-51～57 参照 

これにより、担当部分の数頁を確認するだけで、業務内容を把握できるように

なっている。 

 

なお、本マニュアルは施設事故時、停電時に対応すべき事項を網羅しているた

め、各水道事業者等において、規模・特性を考慮して必要に応じてこれらの取捨

選択等を行い、マニュアルを利用し易いものにする。 

施設事故・停電対策マニュアル(例)
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Ⅱ．施設事故・停電対策マニュアル(例) 

施設事故・停電対策マニュアル(例)は、以下に示すモデル水道事業者を想定して

作成したものである。 

 

表 モデル水道事業者の概要 

項目 内容 

行政区域内人口 ５万人 

水道事業者(水道課)の組織 

庶務・経理係、工務係、浄水係、営業係の４係によ

り構成。 

平常時は、浄水係は浄水場、その他の係は市役所内

水道課に勤務するものとする。 

水道課職員数 22 人(課長を含む) 
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1．総論 

1.1 目的 

○○市水道において、施設事故あるい停電により水道の安定供給が困難になった

場合に、必要な応急給水、応急復旧等の諸活動を計画的かつ効率的に実施すること

が求められる。 

本マニュアルは、○○市水道課が施設事故時あるい停電時に通常給水の早期の回

復と計画的な応急給水の実施などの事後対策の諸活動を迅速かつ的確に実施できる

体制を作り、これらの事故対応を適切に行うことを目的とするものである。 

なお、本マニュアルは組織体制の変更等にあわせて、適宜見直す。 

 

1.2 用語の定義 

本マニユアルで使用している用語の定義を表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 用語の定義 

区
分 

用  語 定  義 

対
策
本
部 

施設事故・停電
対策本部 

施設事故あるいは停電が発生し、水道の安定供給が困難な場合に、応急給水､
水道施設の応急復旧を目的として水道課等に設置される対策本部。 

施
設
事
故 
・ 
停
電
対
策 

応援事業者 被災事業者等に対して、応急給水や応急復旧の応援を行う水道事業者等 

事前対策 
施設事故あるいは停電発生時の事後対策(ソフト対策) のための事前準備及
び水道施設の事故対策、停電対策(ハード対策)等の事故発生に備えた対策に
加え、災害や事故発生時を想定した訓練も含めた事前対策全般。 

事後対策 
施設事故あるいは停電発生後の初動体制、応急体制を確立して行う応急給
水・応急復旧等の対策など事後対策全般。 

初動体制 
施設事故あるいは停電の発生後、動員・配備した職員等により、事故初期の
活動(情報収集・連絡、被害調査、緊急措置、応急給水等)を行う組織体制。 

応急体制 
必要に応じて応援事業者を配備し、応急給水、応急復旧等を本格的に実施す
ることができる組織体制 

応急給水 
施設事故・停電により断水が発生した場合、緊急の水需要に応ずるための臨
時の給水。断水状況を把握した上で、応急給水計画を策定し、給水車両等や
緊急貯水槽、仮設給水栓等を用いて実施する。 

応急復旧 
通水回復に向けて実施する被災水道施設の修繕(復旧)。 
被害状況の把握、緊急措置、応急復旧計画の策定を行い、実施する。 
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1.3 施設事故・停電対策マニュアルの構成 

施設事故・停電対策マニュアルは、想定される施設事故・停電に基づき、水道シ

ステムの被害を想定し、事故対策の基本条件を整理した「１．総論」と、被害を未

然防止・軽減するための「２．事前対策」、及び被害が発生した後に対応する「３．

事後対策」から構成されている。 

1． 総論  

1.1 目的 1.2 用語の定義  1.3 施設事故・停電対策マニュアルの構成 

1.4 想定施設事故・停電  1.5 事後対策実施体制 

2． 事前対策 

2.1 応急体制組織と業務  2.2 事後対策資料の準備 2.3 関係機関との連携 

2.4 教育・訓練等     2.5 水道施設の事故・停電対策 

3． 事後対策 

3.1 初動体制の確立    3.2 応急体制の確立、応急復旧、応急給水 

 

1.4 想定施設事故・停電 

想定施設事故・停電は過去の水道施設の事故履歴や現在の水道施設の状況から、

表 1-2 に示す□□浄水場および△△ポンプ場の施設事故・停電とする。 

 

1.5 事後対策実施体制 

各想定施設事故・停電に対して、事後対策実施体制、応援依頼業務を求めたもの

を表 1-2 に示す。 
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表 1-2 想定施設事故・停電による事後対策実施体制(例) 

 

 
想定施設事故・停電 水道施設の想定被害等 事後対策実施体制 応援依頼業務 

実施主体 

当 

事業者 
共同 

応援 

事業者 

□□浄水場の 

施設事故・停電 

・事故・停電範囲：浄水施設・送水 

ポンプ 

・断水範囲 ：□□浄水場系 

・断水人口 ：○○○人 

応急復旧人員(最大)： 

 ○○人/日 

 

給水車両(最大)： 

○○台/日 

 

応急給水人員(最大)： 

○○班/日・○○人/日 

 

応急給水の実施  ○  

    

△△ポンプ場の 

施設事故・停電 

・事故・停電範囲：送水ポンプ 

・断水範囲 ：□□配水池系 

・断水人口 ：○○人 

応急復旧人員(最大)： 

 ○人/日 

 

給水車両(最大)： 

○台/日 

 

応急給水人員(最大)： 

○班/日・○人/日 

 

応急給水の実施 ○   
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2．事前対策 

2.1 応急体制組織と業務 

施設事故あるいは停電時の事後対策業務は、初動体制の確立、応急体制の確立、

応急復旧、応急給水に大別される。表 2-1(PⅡ-11 参照)に事後対策業務（業務概要

表）を示す。 

 

2.1.1 初動体制の確立（職員の動員と配備等） 

施設事故・停電時の職員の非常配備基準を表 3-1(PⅡ-18 参照)に、非常配備体制

を表 3-2(PⅡ-19 参照)に示す。 

また、表 3-3(PⅡ-20 参照) 表 3-4(PⅡ-21 参照)に施設事故・停電時の応援体制を

確立するための職員の行動等（例）をまとめている。 

なお、勤務時間外に施設事故・停電が発生した場合は、職員は、動員指令(連絡網)

に基づき、定められた場所に参集することを基本とする。 

 

2.1.2 応急体制の確立、応急復旧、応急給水 

１）事故対策本部 

施設事故・停電時には図 2-1(PⅡ-12 参照)に示す対策本部長、水道技術管理者及

び事後対策班（総務班、応急給水班、浄水施設復旧班、管路班）で構成する対策本

部を設置する。また電気主任技術者を事故対策本部に配備し、電気設備の事故対応

等の統括を行う。 

 

２）事故対策本部会議 

対策本部の中に、事故対策本部長、水道技術管理者、電気主任技術者、総務班長、

応急給水班長、浄水施設復旧班長及び、管路班長で構成する対策本部会議を設ける。 

対策本部会議の主な決定事項等は次のとおりとする。 

（１） 水道施設の事故状況あるいは停電状況を把握し、応急復旧・応急給水の範

囲・規模・目標等 

（２） 他の水道事業者等への応急給水の応援要請の方針 

（３） その他事後対策に必要な事項 

 

３）事故対策本部長等（PⅡ-25～26 参照）   

・事故対策本部長･･･････事故対策本部の運営管理全般の統括を行う。 

・水道技術管理者･･･････事故対策本部の技術面の運営管理の統括を行う。 

・電気主任技術者･･･････電気保安上の技術面の統括を行う。 
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４）各事後対策班の担当業務 

事後対策班（総務班、応急給水班、浄水施設復旧班、管路班）の基本的な業務内

容と役割は以下のとおりである。 

事後対策班は班活動の指揮・命令を行う班長とその補佐・代理を行う副班長によ

り統括する。 

それらの統括の下、役割に応じて担当および現場作業を行うチームを置く。各担

当には担当責任者を置き、業務を統括する。 

 

(1) 総務班(PⅡ-27～33 参照) 

総務班は関係機関等との情報連絡、応援事業者等への応援要請、電話等受付等

を行う。 

（情報連絡） 

・水道施設の事故・停止状況、断水状況、応急給水状況、応急給水・復旧計画

の確認 

・電力会社の停電状況、復旧見通しの確認［停電の場合］ 

・消防本部、学校、医療機関、社会福祉施設などとの連絡調整 

・厚生労働省、都道府県等への状況報告 

・広報、苦情処理等 

（応援要請） 

・応援事業者に対する応急給水の応援要請と配備 

 

(2) 応急給水班(PⅡ-34～41 参照)  

応急給水班は断水状況等を把握して、応急給水計画を策定し、給水車両等を用

いて応急給水を行う。 

 

(3) 浄水施設復旧班(PⅡ-42～50 参照) 

浄水施設復旧班は浄水施設等について、事故・被害状況の把握と緊急措置を行

い、応急復旧計画を策定し応急復旧を行う。 

なお、電気主任技術者により、浄水施設等の電気設備に係る技術面の管理統括

を行う。（※職員が配置されている場合） 

 

(4) 管路班(PⅡ-51～57 参照) 

管路班は施設事故・停電が発生した初期の段階で断水状況を把握し、施設が復

旧した段階で管路の洗管・通水作業を行う。 
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５）情報連絡体制 

被災時の指揮命令や情報収集・広報等の情報連絡体制を「4.2 情報連絡系統図」

(PⅡ-58～60 参照)に示す。 
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表 2-1 事後対策業務（業務概要表） 

業務区分 業務項目 

区分 実施主体 主な実施担当＊１ 

施設 

事故 
停電 

当 

事業者 
共同 

応援 

事業者 

対策 

本部長 

水道 

技術 

管理者 

総務班 
応急 

給水班 

浄水 

施設 

復旧班 

管路班 

初動体制の確立 0.初動体制の確立等 
1 

2 

職員の動員と配備 

対策本部の設置 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
  

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

応急体制の確立 

1.指揮・命令、

総合調整 

指揮・命令 

11 

12 

13 

対策本部の活動の統括・指揮・命令［対策本部長、水道技術管理者］ 

班の活動の統括・指揮・命令［班長］ 

担当の活動の統括［担当責任者］ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

会議等 

14 

15 

16 

対策本部会議（本部会議）［対策本部長、水道技術管理者、班長］ 

班会議［各班の構成員全員］ 

他班との連絡調整［担当責任者］ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

  

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

2.情報連絡・

市民対応 

情報連絡等 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

資料等の準備（情報連絡、応援要請関係） 

通信機器の確保 

水道施設の事故・停電状況、応急給水状況等の確認 

消防、他のライフライン等への連絡 

学校、医療機関､社会福祉施設等への連絡 

厚生労働省、都道府県等への状況報告 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

    

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

   

市民対応 
27 

28 

広報 

電話等受付（苦情処理等） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
    

○ 

○ 
   

3.他事業者への応援要請 31 応急給水の応援要請と配備（応援事業者等に対するもの） ○ ○ ○     ○ ○   

4.事故記録の作成 41 事故記録の作成 ○ ○ ○     ○    

応急復旧 

7.被害状況の把握と緊急措置 

71 

72 

73 

74 

資料等の準備（応急復旧関係） 

水道施設の事故・停電状況・断水状況調査（緊急措置を含む） 

電力会社の被害状況・復旧状況の確認 

施設の運転管理、系統間水運用等 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

      

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

8.応急復旧の計画作成と実施 

81 

82 

91 

92 

93 

応急復旧計画の作成 

施設復旧業者への応援要請と配備 

応急復旧工事の実施（応急復旧状況調査を含む） 

管路の通水作業の実施 

水質検査の実施 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

      

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

応急給水 5.応急給水の計画作成と実施 

51 

52 

資料等の準備（応急給水関係） 

応急給水計画の作成（運搬給水） 

○ ○ ○      ○   

○ ○ ○      ○   

61 応急給水の実施（応急給水状況調査を含む） ○ ○  ○     ○   

注) *1 ： 当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務を行う担当(○の部分)。 

   ※各班には、主要業務(○の部分)以外の業務もある。 

  ：応援を依頼する業務項目   
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図 2-1 事故対策本部(施設事故・停電)の組織 

 

   

総務班 

応急給水班 浄水施設復旧班 管路班 

計画・情報担当★ 
(担当責任者を含む) 
［PⅡ-38～40 参照］ 

応急給水チーム★ 
(ブロック責任者) 
［PⅡ-41 参照］ 

応急給水チーム★ 
［PⅡ-41 参照］ 

管路チーム 
(ブロック責任者) 
［PⅡ-57 参照］ 

管路チーム 
［PⅡ-57 参照］ 

浄水施設等 
復旧チーム 

［PⅡ-49～50 参照］ 

調査・広報担当 
(担当責任者を含む) 
［PⅡ-31～32 参照］ 

統括（班長等） 
［PⅡ-30 参照］ 

動員・調達担当 
(担当責任者を含む) 
［PⅡ-33 参照］ 

事故対策本部長 
［PⅡ-26 参照］ 

水道技術管理者 
※電気主任技術者 
［PⅡ-26 参照］ 

統括（班長等） 
［PⅡ-37 参照］ 

統括（班長等） 
［PⅡ-45 参照］ 

統括（班長等） 
［PⅡ-54 参照］ 

計画・情報担当 
(担当責任者を含む) 
［PⅡ-46～48 参照］ 

計画・情報担当 
(担当責任者を含む) 
［PⅡ-55～56 参照］ 

（事故対策本部長等(施設事故・停電)） 

：事故対策本部会議委員 

★  ：応援事業者あるいは共同で実施する。 

※  ：電気保安上の重要な決定を実施する場合は電気主任技術者の意見を求める。 
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2.2 事後対策資料の準備 

施設事故・停電時の初動体制、応急体制の確立、応急復旧・応急給水の諸活動を

迅速・的確に行うための事後対策資料は表 2-2 のとおりとし、これらを定期的に更

新する。 

これらの資料は水道課(市役所)と浄水場、ポンプ場に分散して保管する。 

 

表 2-2 事後対策資料（事前準備） 

注）*1 施設事故・停電対策マニュアルの資料として整理しておく 

*2 応急給水計画の立案や応援事業者等に対する応急給水場所等の提示に使用 

*3 応急復旧計画の立案に際し、ブロック(地区)の設定およびこれらの優先順位、作業分担の設定等に使用 

*4 浄水場、ポンプ場等の運転操作、応急復旧に使用 

資  料 補 足 説 明 備考 *1 *2 *3 *4 

非常配備体制表 

（電話連絡網兼用） 

非常配備基準毎に配備要員と電話連絡

の流れを明記。 

PⅡ-19 
参照 

○    

関係機関連絡先リスト 

施設事故・停電時に情報連絡や応援要請

を行う関係機関を対象に、電話番号、FAX

番号、本市の担当窓口等を明記。 

PⅡ-15 
参照 

○    

指揮命令・連絡調整系統図 組織構成と情報連絡の流れを明記。 
P Ⅱ -58
～ 60 参
照 

○    

重要施設等位置図 

(給水拠点と給水対象施設) 

運搬給水基地、給水拠点、避難所、病院、

福祉施設等の重要施設、水道課の位置等

を明記。 

 ○ ○   

水道施設一般平面図 

取水場、導水管、浄水場、送水管、配水

池、配水本管、配水区域、これらのフロ

ー(水の流れ)を明記。 

 ○  ○  

設備等点検等チェックリスト 
施設事故時の設備等の点検項目と異常

が生じた場合の緊急措置を明記。 
 ○    

機器操作マニュアル 
浄水場、ポンプ場の運転操作方法を明記 

特に復電や機器の復帰の仕方を明記。 
    ○ 

自家発電設備等関連資料 

自家発電設備について、発電機能力、対

象負荷(稼働可能設備)、燃料種類、タン

ク容量、燃料消費速度等を明記。 

無停電電源装置について、対象負荷、装

置種類、稼働時間等を明記。 

     

機械・電気計装設備完成図書 
浄水場、ポンプ場の設備構成、定格出力、

単線結線図等を明記。 
    ○ 

配管図 
導水管、送水管、配水本管、空気弁等を

明記。 
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2.3 関係機関との連携 

施設事故・停電時に、被害状況等を報告する国や都道府県の水道担当部署、停電

時に停電状況、復電の見通し等を確認する電力会社、および応援協定に基づき応急

給水、応急復旧等の応援要請を行う水道事業者等、地元業者等の関係機関との情報

連絡体制を表 2-3 に示す。 
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表 2-3 関係機関との情報連絡体制(例) 

関係機関 電話番号 FAX 番号 

本市担当 

総務班 
応急 

給水班 

浄水施設 

復旧班 

管路 

復旧班 
調査 
広報 
担当 

動員 
調達 
担当 

計画 
情報 
担当 

計画 
情報 
担当 

計画 
情報 
担当 

国・県 

厚生労働省健康局水道課*1 03-3595-2364 03-3503-7963 ○     

○○県生活衛生部*1 ***-***-**** ***-***-**** ○     

○○県災害対策本部*1 ***-***-**** ***-***-**** ○    

市関係機

関等 

市災害対策本部 ***-***-**** ***-***-**** ○    

市消防局 ***-***-**** ***-***-**** ○     

国土交通省○○工事事務所 ***-***-**** ***-***-**** ○    ○ 

○○県道路課 ***-***-**** ***-***-**** ○    ○ 

市道路課 ***-***-**** ***-***-**** ○    ○ 

○○県警○○署(※緊急輸送車

両確認証明書の確保を含む)*2 
***-***-**** ***-***-**** ○    

水道 

事業者 

日本水道協会本部 03-3264-2496 03-3264-2237  ○    

日本水道協会○○地方支部 ***-***-**** ***-***-****  ○    

日本水道協会○○県支部 ***-***-**** ***-***-****  ○    

日本水道協会○○ブロック支部 ***-***-**** ***-***-****  ○    

○○市(応援協定締結都市) ***-***-**** ***-***-****  ○    

○○水道用水供給事業 ***-***-**** ***-***-****    ○ ○ 

応急給水

応援団体 

自衛隊*3 ***-***-**** ***-***-****  ○    

○○県トラック協会○○支部*3 ***-***-**** ***-***-****  ○    

応急給水作業協力者(ボランテ

ィア等)*1 
***-***-**** ***-***-****  ○    

浄水施設

等復旧 

応援団体 

施設維持管理受託業者 ***-***-**** ***-***-****    ○  

機械設備業者 ***-***-**** ***-***-****    ○  

電気計装設備業者 ***-***-**** ***-***-****    ○  

水処理薬品業者 ***-***-**** ***-***-****    ○  

水質分析機器業者 ***-***-**** ***-***-****    ○  

○○市建設業協同組合 ***-***-**** ***-***-****    ○ ○ 

管路復旧

応援団体 

○○市管工事業協同組合 ***-***-**** ***-***-****     ○ 

漏水調査業者 ***-***-**** ***-***-****     ○ 

管材メーカー ***-***-**** ***-***-****     ○ 

物資等 

確保機関 

通信機器提供機関*4 ***-***-**** ***-***-****  ○    

給油所、車両整備所*2 ***-***-**** ***-***-****  ○    

発電設備等提供機関*5 ***-***-**** ***-***-****  ○    

借地提供者(残土置場等)*6 ***-***-**** ***-***-****     ○ 

借地提供者(資材基地等)*6 ***-***-**** ***-***-****     ○ 

宿舎提供者*2*6*7 ***-***-**** ***-***-****  ○    

他のライ

フライン 

○○電信電話㈱○○支店 ***-***-**** ***-***-****    ○ ○ 

○○電力㈱○○営業所 ***-***-**** ***-***-****    ○ ○ 

○○ガス㈱○○支店 ***-***-**** ***-***-****    ○ ○ 

市下水道課 ***-***-**** ***-***-****    ○ ○ 

重要施設 

避難所 ***-***-**** ***-***-****   ○   

病院 ***-***-**** ***-***-****   ○   

学校     ○   

福祉施設（児童、障害、高齢者） ***-***-**** ***-***-****   ○   

 
 

注)： *1 被災状況等の報告を行う。 

 *2 市防災部局と調整。 

 *3 給水車、給水タンクを載せるトラックを借用する場合。 

 *4 通信機器を借用する場合。 

 *5 可搬型発電設備（電源車含む）等を借用する場合 

 *6 借地する場合 

*7 駐車場付が望ましい。 
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2.4 教育・訓練等 

2.4.1 教育 

施設事故、停電の基礎知識、被害想定、事故発生時の各自の職務分担等について、

本マニュアル等を教材として、研修会、講習会を開催し、職員の施設事故、停電時

における判断力の養成、防災上の知識および技術の向上を図る。 

 

2.4.2 訓練等 

施設事故、停電に対する訓練は、動員、情報連絡、水道施設の事故・停電状況の

確認・緊急措置、応援要請・受入、応急給水や応急復旧の計画策定と実施等につい

て、各項目を組み合わせて年○回程度行うこととする。 

 

１）動員訓練 

(1) 職員の動員・配備と対策本部の設営 

２）情報連絡訓練 

(1) 指揮命令事項の伝達 

(2) 被害状況等の情報収集・整理と市民・報道機関等への広報 

(3) 各会議の実施 

３）水道施設の被害確認・緊急措置訓練 

(1) 施設・設備等の被害確認、緊急措置 

４）応援要請、受入・配備訓練 

(1) 応急給水の応援要請と受入・配備 

５）応急給水訓練 

(1) 応急給水計画の策定 

(2) 応急給水の実施 

６）応急復旧訓練 

(1) 応急復旧計画の策定 

 

2.5 水道施設の事故・停電対策 

老朽化が進行し、また施設事故による影響が大きいと想定される○○浄水場の浄

水設備、ポンプ設備等について、設備更新を実施するとともに、停電対策として自

家発電設備を整備する。 

また、事故時等に浄水系統間の相互融通を行うため、○○浄水場系統と△△浄水

場系統との間に連絡管を整備する。
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３．事後対策 
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3．事後対策 

施設事故あるいは停電の発生後、「初動体制」を迅速に確立し、事後対策実施体制

に基づき、応急体制の確立、応急復旧、応急給水を実施する。 

 

3.1 初動体制の確立 

施設事故・停電が発生した場合の非常配備基準を表 3-1 に、非常配備体制を表－

3-2 に示す。表 3-1 に示すように、第２非常配備の場合、水道事業管理者は事故対

策本部を設置する。 

非常配備の場合、各職員は初動体制の確立に向け、表 3-3、表 3-4 の業務内容表

に示す要領で配備等を行う。 

 

表 3-1 施設事故・停電非常配備基準(例) 

非常配備 配備基準 出動範囲 

 
本マニュアルの事後対策
業務のうち、実施するもの 
 

第１非常配備 

(担当部署で対応) 

小規模事故 

(施設事故・停電による断減水

影響範囲が約○○戸以下でか

つ○～○時間で復旧可能なも

の) 

班長以上 

浄水施設 

復旧班 

被害状況等の把握、応急復

旧、情報連絡等。 

(対策本部体制に準じて、

これらの業務を実施) 

第２非常配備 

(対策本部設置) 

大規模事故 

(上記以外の施設事故･停電) 
職員全員 

応援要請を含め、全ての業

務を実施。 

 

 



 

 

 

 

 

 Ⅱ － 19

表 3-2 施設事故・停電非常配備体制(例)*3 

災害時の組織 平常時の組織 
第１非常配備  

 第２非常配備 

事故対策本部長 
 

水道技術管理者 
 

電気主任技術者 

水道課長 
 

水道技術管理者 
 

電気主任技術者 

  

 

浄水施設復旧班 浄水係 

  

 

総務班 庶務･経理係 

  

 

応急給水班 営業係 

  

 

管路班 工務係 

  

 

職員数 
１０人  

２２人 

注）*1 班長  *2 担当責任者 

  *3 職員が不在の場合、あらかじめ定めておいた次位の職員を配備する。 

  *4 電気主任技術者は、電気保安上の技術面の統括を行う。 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係長*1 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員*2 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員*2 
Tel ***-**** 

○○係員*2 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員 
Tel ***-**** 

○○係員*2 
Tel ***-**** 

○○係長*1 
Tel ***-**** 

電気主任技術者  
Tel ***-**** 

○○水道課長 
Tel ***-**** 

○○水道技術管理
者  

○○係長*1 
Tel ***-**** 

○○係長*1 
Tel ***-**** 
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表 3-3 初動体制の確立(全職員) 

全職員 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者
初期 復旧期 

○   □  1）職員の動員と配備 
(1) 職員の動員(参集) 

(※勤務時間外に施設
事故・停電が発生
した場合) 

 
施設事故・停電の発生により、動員指令を受けた場合*1、職員

は以下の要領で参集する。 
 
① 事故発生後、職員は勤務場所(浄水係以外は市役所、浄水係は

○○浄水場)に参集する。 
 
② 参集した職員は、参集したことを各班の計画・情報担当(総務

班は動員・調達担当)に報告する。*2 
 

 
*1「表3-2 非常配備体制表(電話連絡網

兼用)」を利用。 
 
 
*2 職員やその家族の安否、家屋の被災状

況等も報告する。 

○   □  2）対策本部の設営 ① 対策本部の設置の決定に基づき、総務班の職員が中心となっ
て、対策本部の設営*1を行う。 

*1 通信機器、放送機器、資料、情報掲示
板等の整備を行う。 
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表 3-4 初動体制の確立(対策本部長／水道技術管理者) 

本部長／水道技術管理者 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者 
共同 

応援 

事業者 
初期 復旧期 

対 策 本 部 長 (本 部 長 )    

○   □  1）対策本部の設置 ① 施設事故、停電事故の状況を把握した上で、対策本部の設置

等の非常配備体制を決定する。 

 

 

水道技術管理者    

○   □  11）対策本部の設置 ① 対策本部の設置等の非常配備体制を決定にあたり、本部長を

技術面から補佐する。 

 

「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 
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3.2 応急体制の確立、応急復旧、応急給水 

3.2.1 事故対策本部 

施設事故・停電が発生した場合には「対策本部」を設置し、会議・業務を実施し、

応急復旧・応急給水を計画的に進める。（図 2-1 (PⅡ-12)参照） 

 

3.2.2 事故対策本部会議 

初動体制が確立された段階や施設事故・停電の状況、断水状況等が確認できた段

階、および応急復旧・応急給水を進める段階において、定期的あるいは臨時に事故

対策本部会議を開催し、次の事柄を決定する。 

なお、構成メンバーが出席できない場合、代理の職員が出席する。 

 

（１） 水道施設の事故状況あるいは停電状況を把握し、応急復旧・応急給水の範

囲・規模・目標等 

（２） 他の水道事業者等への応急給水の応援要請の方針 

（３） その他事後対策に必要な事項 

 

3.2.3 事故対策本部長等（業務内容表 PⅡ-25～26 参照） 

対策本部の統括を行う事故対策本部長、水道技術管理者は対策本部活動の指揮・

命令、本部会議の開催等を実施する。 

 

3.2.4 各事後対策班の担当業務 

事故対策本部会議の方針決定に基づき、事後対策の諸業務を迅速・的確に実施す

る。 

 

１）総務班の業務（PⅡ-27～33 参照） 

組織的な応急体制を確立するため、他班との総合調整、情報連絡、市民対応、他

水道事業者等への応援要請等を迅速・的確に実施する。 

 

２）応急給水班の業務（PⅡ-34～41 参照） 

応急給水は、施設事故・停電に伴う断水範囲等を調査して、応急給水計画(応援依

頼の規模を含む)を作成し、その計画に沿って、運搬給水等による応急給水を実施す

る。 
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３）浄水施設復旧班（PⅡ-42～50 参照）の業務 

応急復旧は、浄水場等の水道施設の事故状況あるいは停電状況等を把握した上で、

応急復旧計画を策定して行う。 

 

４）管路班（PⅡ-51～57 参照）の業務 

施設事故・停電が発生した初期の段階で断水状況を把握し、施設が復旧した段階

で管路の通水作業を行う。 
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４. 事後対策業務手順図表 

４.1 業務内容表 
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4.1.1 対策本部長等の業務 
     ［事故対策本部長、水道技術管理者］ 
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本部長／水道技術管理者 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者 
共同 

応援 

事業者 
初期 復旧期 

対 策 本 部 長 (本 部 長 )    

○   □ □ 11）対策本部活動の指
揮・命令 

① 各班では対応が困難な事項が生じた場合、必要に応じて各班

を指揮・命令し、対策本部の活動の円滑化を図る。 

 

「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 以下の事項を決定する。 

・応急給水・応急復旧の目標 
・応援要請の範囲・規模等 

② 各班の活動状況及び今後の活動方針を確認する。 

③ 必要に応じて各班の活動を指揮・命令する。 
 

 

水道技術管理者    

○   □ □ 11）対策本部活動の指
揮・命令 

① 本部長を技術面から補佐して、対策本部の活動の円滑化を図

る。水道法第19条の水道の技術上の管理業務（水質検査、消

毒その他衛生上必要な措置、給水の緊急停止等）について、

監督等を行う。 

 

「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 本部長を技術面から補佐して、本部会議の円滑化を図る。重

要事項の決定、各班の活動状況・方針の確認等を技術面から

支援する。 

 

 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－27

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.2 総務班の業務 
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総務班の組織 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 区分 人員 

◎ 水道課職員 4 人 

○ 市長部局職員 8 人 

★ 応援事業者職員等 － 

計 12 人 

統括（班長等） 

［PⅡ-30 参照］ 

調査・広報担当 

[PⅡ-31～32 参照] 

動員・調達担当 

[PⅡ-33 参照] 

 ◎担当責任者：＊＊＊＊ 

◎班 長：＊＊＊＊(係長) 

◎副班長：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ◎担当責任者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 
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総務班の業務 

業務区分 業務項目 

区分 総務班 

施設

事故 
停電 班長 

担当

責任

者 

調査

広報

担当 

動員

調達

担当 

応
急
体
制
の
確
立 

指
揮
命
令
・
総
合
調
整 

指揮・命令 

11 対策本部の活動の統括・指揮・命令 

12 班の活動の統括・指揮・命令 

13 担当の活動の統括 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

会議等 

14 対策本部会議（本部会議） 

15 班会議 

16 他班との連絡調整 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

情
報
連
絡
・
市
民
対
応 

情報連絡等 

21 資料等の準備（情報連絡、応援要請関係） 

22 通信機器の確保 

23 水道施設の事故・停電状況、応急給水状

況等の確認 

24 消防、他のライフライン等への連絡 

25 医療機関､学校、社会福祉施設等への連

絡 

26 厚生労働省、都道府県等への状況報告 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

市民対応 
27 広報 

28 電話等受付（苦情処理等） 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

○ 

他事業者への                   

応援要請 

31 応急給水の応援要請と配備（応援事業者

等に対するもの） 
○ ○    ◎ 

事故記録の作成 41 事故記録の作成 ○ ○   ◎ ○ 

応
急
復
旧 

被害状況の把握

と緊急措置 

71 資料等の準備（応急復旧関係） 

72 水道施設の事故・停電状況・断水状況調

査（緊急措置を含む） 

73 電力会社の被害状況・復旧状況の確認 

74 施設の運転管理、系統間水運用等 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急復旧の計画

作成と実施 

81 応急復旧計画の作成 

82 施設復旧業者への応援要請と配備 

91 応急復旧工事の実施（応急復旧状況調査

を含む） 

92 管路の通水作業の実施 

93 水質検査の実施 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応
急
給
水 

応急給水の計画

作成と実施 

51 資料等の準備（応急給水関係） 

52 応急給水計画の作成（運搬給水） 

○ ○     

○ ○     

61 応急給水の実施（応急給水状況調査を含

む） 
○ ○     

注) *1 ◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務

を行う担当。 

  ○：主要業務以外の業務を行う担当。 

   ：応援を依頼する業務項目 

 
 

 



 

 

 

 

 
Ⅱ－30 

総務班 班長･担当責任者 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者 
共同 

応援 

事業者 
初期 復旧期 

 班長   副班長は班長の補佐、代理を行う。 

○   □ □ 12）総務班活動の指揮・
命令 

① 総務班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。 「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。 

② 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。 

 

○   □ □ 15）総務班会議 
(班会議) 

① 必要に応じて総務班会議を招集する。 

② 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方
針を確認し、必要に応じて修正する。 

 
 
 
 

 担当責任者    

○   □ □ 13）担当の活動の統括 ① 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。 「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 15）総務班会議 
(班会議) 

① 総務班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、

活動方針を説明する。 

 

○   □ □ 16）他班との連絡調整 ① 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集す
る。 

② 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせ
に答える。 

 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－31 

総務班 調査･広報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 15）総務班会議(班会議) ① 総務班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告す

るとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  21）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 

① 調査･広報担当で使用する資料・様式等を準備する。 
 
② 動員・調達担当に調査・広報担当で必要な通信機器を受け取

る。 

 

○   □ □ 
 

23）水道施設の事故・停
電状況等の確認 

 

① 各担当から以下に示す水道施設の事故・停電状況、応急給水
状況、応急給水計画、応急復旧計画等の情報を確認する。 

   
 (a)応急給水班計画・情報担当 

• 応急給水状況 
• 応急給水計画 

(b)浄水施設復旧班計画・情報担当 
• 浄水場等の施設の事故の状況［施設事故時］ 
• 浄水場等の施設の停電の状況［停電時］ 
• 浄水場等の施設の復旧状況［施設事故時・停電時］ 
• 浄水場等の施設の応急復旧計画・予定［施設事故時・ 

停電時］ 
(c)管路班計画・情報担当 

• 施設事故あるいは停電による各地区の断水状況 
• 管路の通水作業の進捗状況等 

 

○   □ □ 
 

24）消防、他のライフラ
イン等への連絡 

① 消防、他のライフライン等に水道施設の事故状況あるいは停

電状況、復旧状況、断水状況等を連絡する。 

 

○   □ □ 
 

25）医療機関、学校、社
会福祉施設等への連
絡 

① 病院等に水道施設の事故状況あるいは停電状況、復旧状況、

断水状況、応急給水状況等を連絡する。 

・医療機関、学校、社会福祉施設など
については、担当市長部局が各機関
の要望を取りまとめ、水道事業者に
連絡することも考えられる。（事前の
ルール化が必要 

○   □ □ 26）厚生労働省、都道府
県等への状況報告 

① 厚生労働省および都道府県等に水道施設の事故状況あるいは

停電状況、復旧状況、断水状況、応急給水状況等を報告する。 

・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」
を利用。 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－32 

総務班 調査･広報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27）広報 
 

① 市民、マスコミに対し、定期的に以下の情報を広報する。
*1*2*3 
• 応急給水状況（給水場所・時間等）*4*5 
• 応急給水計画 

 
• 浄水場等の施設の事故、停電の状況、復旧状況 
• 浄水場等の施設の応急復旧計画 

 
• 施設事故あるいは停電による断水状況 
• 管路の通水作業の進捗状況等 

 
② 市民から問い合わせがあった場合、①の情報を広報する。 

*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」
を参照。 

*2マスコミに対しては、情報を定期的
にファックスなどの書面で提供する
制度をとり関係を友好に保ち、全面
的な協力を求めることが望ましい。 

*3市民への広報は、掲示板、ちらし等
の文字情報を用いて行うと、読み直
しができるので効果的。 

*4節水の呼びかけや河川水などを飲料
水として使わないことも広報する。 

*5応急給水に関する広報は、応急給水
班と連携して行う。 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) 
(1) 苦情の収集と処理 

① 調査・広報担当あるいは動員・調達担当を通して、市民から
苦情を受け付ける。 

② ①の苦情を整理し、調査・広報担当で処理できるものは処理
する。 

③ 調査・広報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以
下の担当に処理を依頼する。 
応急給水班   計画・情報担当 
浄水施設復旧班 計画・情報担当 
管路班     計画・情報担当 

④ 他班で処理できず、総務班で処理できる苦情を③の担当から
受け付け、処理する。 

 

     (2) 苦情処理の結果の収
集 

① (1)の③の担当から、他班における苦情とその処理結果を収集

する。 

 

○     41)事故記録の作成 ① 対策の終了後、以下の各担当の協力を得ながら、施設事故、

停電の状況、対策全般にわたる記録を速やかに作成する。 

・総務班動員・調達担当 
・応急給水班計画・情報担当 
・浄水施設復旧班計画・情報担当 

  ・管路班計画・情報担当 

問題点などの評価・分析を行い、将来
に役立てることが必要。 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－33 

総務班 動員・調達担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 15）総務班会議(班会議) ① 総務班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告す

るとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  21）資料等の準備 
 

① 動員・調達担当で使用する資料・様式等を準備する。 
 

 

○   □  22）通信機器の確保 
 

① 総務班で使用する通信機器を準備し、調査・広報担当に必要
なものを渡す。 

 

 

○   □ □ 31）応急給水の応援要請
と配備 

① 応急給水班計画・情報担当より応援人員、給水車両、応急給
水資材等の応援内容を確認し、以下の応援団体に応援要請を
行う。*1*2 

 
応援事業者（日本水道協会を通して） 
ボランティア（市災害対策本部を通して） 
応急給水支援業者等（自衛隊、トラック協会等） 
 

② 応援団体が到着した際、受付を行い、宿舎・駐車場等の必要
な情報を伝達し、応急給水班計画・情報担当に引き継ぐ。 

 

*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」
を利用。 

*2応援団体等には、集合場所、連絡先、
連絡方法等を通知する。 

 
 
 
 
・総務班の業務に従事可能な水道ＯＢ

に作業の補助を依頼することも有
効。 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) ① 市民から直接苦情を受けた場合、調査・広報担当に報告する。 
 

 

○     41)事故記録の作成 ① 対策の終了後、調査・広報担当に協力して、動員・調達等に

係る対策全般にわたる記録を速やかに作成する。 

問題点などの評価・分析を行い、将来
に役立てることが必要。 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－34

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.3 応急給水班の業務 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－35

応急給水班の組織 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 区分 人員 

◎ 水道課職員 4 人 

○ 市長部局職員 7 人 

★ 応援事業者職員等 ○○人 

計 ○○人 

統括（班長等） 

［PⅡ-37 参照］ 

計画・情報担当 

[PⅡ-38～40 参照] 

応急給水チーム 

[PⅡ-41 参照] 

◎班 長：＊＊＊＊(係長) 

◎副班長：＊＊＊＊ 

 ◎担当責任者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ◎担当者(ブロック責任者) ：＊＊＊＊ 

 ○担当者(ブロック責任者) ：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－36

応急給水班の業務 

業務区分 業務項目 

区分 応急給水班 

施設

事故 
停電 班長 

担当

責任

者 

計画

情報

担当 

応急

給水

チーム 

応
急
体
制
の
確
立 

指
揮
命
令
・
総
合
調
整 

指揮・命令 

11 対策本部の活動の統括・指揮・命令 

12 班の活動の統括・指揮・命令 

13 担当の活動の統括 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

会議等 

14 対策本部会議（本部会議） 

15 班会議 

16 他班との連絡調整 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

情
報
連
絡
・
市
民
対
応 

情報連絡等 

21 資料等の準備（情報連絡、応援要請関係） 

22 通信機器の確保 

23 水道施設の事故・停電状況、応急給水状

況等の確認 

24 消防、他のライフライン等への連絡 

25 医療機関､学校、社会福祉施設等への連

絡 

26 厚生労働省、都道府県等への状況報告 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

市民対応 
27 広報 

28 電話等受付（苦情処理等） 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

他事業者への 

応援要請 

31 応急給水の応援要請と配備（応援事業者

等に対するもの） 
○ ○   ◎ ○ 

事故記録の作成 41 事故記録の作成 ○ ○   ○  

応
急
復
旧 

被害状況の把握

と緊急措置 

71 資料等の準備（応急復旧関係） 

72 水道施設の事故・停電状況・断水状況調

査（緊急措置を含む） 

73 電力会社の被害状況・復旧状況の確認 

74 施設の運転管理、系統間水運用等 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

応急復旧の計画

作成と実施 

81 応急復旧計画の作成 

82 施設復旧業者への応援要請と配備 

91 応急復旧工事の実施（応急復旧状況調査

を含む） 

92 管路の通水作業の実施 

93 水質検査の実施 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応
急
給
水 

応急給水の計画

作成と実施 

51 資料等の準備（応急給水関係） 

52 応急給水計画の作成（運搬給水） 

○ ○   ◎ ○ 

○ ○   ◎ ○ 

61 応急給水の実施（応急給水状況調査を含

む） 
○ ○   ○ ◎ 

注) *1 ◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務

を行う担当。 

  ○：主要業務以外の業務を行う担当。 

   ：応援を依頼する業務項目 

 

 
 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－37 

応急給水班 班長･担当責任者 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

班長   副班長は班長の補佐、代理を行う。 

○   □ □ 12）応急給水班活動の指
揮・命令 

① 応急給水班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。 「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。 
② 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。 

 

○   □ □ 15）応急給水班会議 
(班会議) 

① 必要に応じて応急給水班会議を招集する。 
② 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方

針を確認し、必要に応じて修正する。 

 
 
 
 

担当責任者    

○   □ □ 13）担当の活動の統括 ① 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。 「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 15）応急給水班会議 

(班会議) 

① 応急給水班会議において、担当の活動状況を報告するととも

に、活動方針を説明する。 

 

○   □ □ 16）他班との連絡調整 ① 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。 

② 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに

答える。 

 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－38 

応急給水班 計画･情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 15）応急給水班会議 
(班会議) 

① 応急給水班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報

告するとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  51）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 

① 応急給水班で使用する資料・様式等を準備し、応急給水チー
ムに必要なものを配布する。 
 

② 応急給水班で使用する通信機器を準備し、応急給水チームに
必要なものを渡す。 

 

 
 
 
 

○   □ □ 72）事故・停電状況、断
水状況、復旧状況等の
確認 

① (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。 
 
(a)浄水施設復旧班計画・情報担当 

• 浄水場等の施設の事故の状況［施設事故時］ 
• 浄水場等の施設の停電の状況［停電時］ 
• 浄水場等の施設の復旧状況［施設事故時・停電時］ 
• 浄水場等の施設の応急復旧計画・予定［施設事故時・ 

停電時］ 
(b)管路班計画・情報担当 

• 施設事故あるいは停電による各地区の断水状況 
• 管路の通水作業の進捗状況等 
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応急給水班 計画･情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 52）応急給水計画の策定
等 
 

① 施設事故時の断水状況、停電時の断水状況等を整理して、以
下の内容で応急給水計画を策定する。 

 
• 断水区域および断水人口の想定 
• 災害弱者、高層住宅の所在の把握*1 
• 応急給水量の算定 
• 給水方法の選択 
• 飲料水確保方法の選択 
• 応急給水資機材の選択 
• 応急給水箇所の優先選択*2 
• 応急給水人員、車両等の配備*3 

 
② ①の応急給水計画を総務班調査・広報担当に報告する。 
 
③ ①の応急給水計画を応急給水チームに指示する。 
 
④ 応急給水班の活動に関して、必要に応じて、応急給水チーム

を指揮・命令する。 

 
 
 
*1高齢者、障害者などの災害弱者に対

しては、ボランティアを派遣したり、
広報等により近隣住民に協力を要請
する。 

*2「表2-3 関係機関連絡先リスト」を
利用。 
総務班から提供される消防本部・医
療機関、学校、社会福祉施設などと
の連絡調整内容も踏まえ計画を作成
する必要がある 

*3病院等で受水槽に直接給水する場合
ポンプ付き給水車が必要。 

 
 

○   □ □ 31）応急給水の応援要請
と配備 

① 応急給水計画に基づき、応援人員、給水車両、応援給水資材
等を整理し、総務班動員・調達担当に応援要請を依頼する。
*1 

 
② 受け入れた応援団体に対し、応急給水活動方針等を説明し、

応急給水チーム(ブロック責任者)に引き継ぎ、配備する。*2*3 
 

*1従事可能な水道ＯＢに応急給水の補
助を依頼することも有効。 

 
*2応援団体から、「様式Ｂ１ 応急給水

応援体制報告書」を収集する。 
*3応援団体に、依頼業務、遵守事項、

連絡方法、作業方法などを説明し、
準備した資料を渡す。 

○   □ □ 61-1）応急給水状況調査 ① 応急給水チーム(ブロック責任者)より応急給水状況の調査結
果を収集する。*1*2 

 
② ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当に報告する。 

*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」
を参照。 

*2「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告
書」を使用。 
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応急給水班 計画･情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 27）広報 
 

① 給水拠点、避難所、福祉施設等に対し、定期的に以下の情報
を広報する。 

   
• 応急給水状況（給水場所・時間等） 
• 応急給水計画 

 

・広報は総務班の調査・広報担当と連
携して行う。 

・マイク、掲示板等を利用。 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) 
(1) 苦情の収集と処理 

① 計画・情報担当あるいは応急給水チームを通して、市民から
苦情を受け付ける。 

 
② ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理

する。 
 
③ 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以

下の担当に処理を依頼する。 
総務班     調査・広報担当 
浄水施設復旧班 計画・情報担当 
管路班     計画・情報担当 

 
④ 他班で処理できず、応急給水班で処理できる苦情を③の担当

から受け付け、処理する。 
 

 

     (2) 苦情処理の結果の収
集 

① 応 急 給 水 班 に お け る 苦 情 と そ の 処 理 結 果 を 総 務 班     

調査・広報担当に報告する。 

 

○     41)事故記録の作成 ① 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、応急給

水の状況・対策全般にわたる記録を速やかに作成する。 

 

問題点などの評価・分析を行い、将来
に役立てることが必要。 
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応急給水班 応急給水チーム  施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

 ○  □ □ 15）応急給水班会議 
(班会議) 

① 応急給水班会議において、必要に応じてチームの活動状況を

報告するとともに、活動方針を確認する。 

 

 ○  □  51）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 
 

① 計画・情報担当から資料・様式を入手する。 
 
② 計画・情報担当から通信機器を受け取る。 
 

 

 ○  □ □ 52）応急給水計画の確認、
指揮・命令事項の確認 

① 計画・情報担当から応急給水計画（応急給水の場所等）を確
認する。 

 
② 計画・情報担当から指揮・命令事項を確認する。 
 

・「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告
書」を使用。 

 ○  □ □ 31）応急給水の応援団体
の配備 

 

① ブロック責任者は、計画・情報担当から応援団体を受け入れ、
担当を定め応急給水チームに配備する。 

 

 

 ○  □ □ 61）応急給水の実施 ① 応急給水計画に基づき、運搬給水等の以下に示す指示された
方法により、応急給水を行う。 

 

 
 
 

 ○  □ □ 61-1）応急給水状況調査 ① 応急給水チームは応急給水状況の調査結果を作成する。 
 
② ①の調査結果をブロック責任者が収集し、計画・情報担当に

報告する。 
 

・「様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告
書」を使用。 

 ○  □ □ 28）電話等受付(苦情処理) 
 

① 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。 
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4.1.4 浄水施設復旧班の業務 
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浄水施設復旧班の組織 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 区分 人員 

◎ 水道課職員 5 人 

○ 市長部局職員 － 

★ 応援事業者等 6 人 

計 11 人 

統括（班長等） 

［PⅡ-45 参照］ 

計画・情報担当 

[PⅡ-46～48 参照] 

浄水施設等 

復旧チーム 

[PⅡ-49～50 参照] 

◎班 長：＊＊＊＊(係長) 

◎副班長：＊＊＊＊ 

 ◎担当責任者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ◎担 当 者：＊＊＊＊ 

 ◎担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 

 ★担 当 者：＊＊＊＊ 
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浄水施設復旧班の業務 

業務区分 業務項目 

区分 浄水施設復旧班 

施設

事故 
停電 班長 

担当

責任

者 

計画

情報

担当 

浄水 

施設等 

復旧

チーム 

応
急
体
制
の
確
立 

指
揮
命
令
・
総
合
調
整 

指揮・命令 

11 対策本部の活動の統括・指揮・命令 

12 班の活動の統括・指揮・命令 

13 担当の活動の統括 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

会議等 

14 対策本部会議（本部会議） 

15 班会議 

16 他班との連絡調整 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

情
報
連
絡
・
市
民
対
応 

情報連絡等 

21 資料等の準備（情報連絡、応援要請関係） 

22 通信機器の確保 

23 水道施設の事故・停電状況、応急給水状

況等の確認 

24 消防、他のライフライン等への連絡 

25 医療機関､学校、社会福祉施設等への連

絡 

26 厚生労働省、都道府県等への状況報告 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

市民対応 
27 広報 

28 電話等受付（苦情処理等） 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

他事業者への 

応援要請 

31 応急給水の応援要請と配備（応援事業者

等に対するもの） 
○ ○     

事故記録の作成 41 事故記録の作成 ○ ○   ○  

応
急
復
旧 

被害状況の把握

と緊急措置 

71 資料等の準備（応急復旧関係） 

72 水道施設の事故・停電状況・断水状況調

査（緊急措置を含む） 

73 電力会社の被害状況・復旧状況の確認 

74 施設の運転管理、系統間水運用等 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

◎ 

◎ 

○ 

◎ 

 

○ 

○ 

応急復旧の計画

作成と実施 

81 応急復旧計画の作成 

82 施設復旧業者への応援要請と配備 

91 応急復旧工事の実施（応急復旧状況調査

を含む） 

92 管路の通水作業の実施 

93 水質検査の実施 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

◎ 

 

 

◎ 

応
急
給
水 

応急給水の計画

作成と実施 

51 資料等の準備（応急給水関係） 

52 応急給水計画の作成（運搬給水） 

○ 

○ 

○ 

○ 
    

61 応急給水の実施（応急給水状況調査を含

む） 
○ ○     

注) *1 ◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務

を行う担当。 

  ○：主要業務以外の業務を行う担当。 

   ：応援を依頼する業務項目 
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浄水施設復旧班 班長･担当責任者 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者
初期 復旧期 

班長   副班長は班長の補佐、代理を行う。 

○   □ □ 12）浄水施設復旧班活動
の指揮・命令 

① 浄水施設復旧班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を
図る。 

･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。 
② 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。 

 

○   □ □ 15）浄水施設復旧班会議 
(班会議) 

① 必要に応じて浄水施設復旧班会議を招集する。 
② 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方

針を確認し、必要に応じて修正する。 

 
 

担当責任者    

○   □ □ 13）担当の活動の統括 ① 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。 ･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 15）浄水施設復旧班会議 
(班会議) 

① 浄水施設復旧班会議において、担当の活動状況を報告すると
ともに、活動方針を説明する。 

 

○   □ □ 16）他班との連絡調整 ① 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。 
② 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに

答える。 
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浄水施設復旧班 計画･情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者
初期 復旧期 

○   □ □ 15）浄水施設復旧班会議 
(班会議) 

① 浄水施設復旧班会議において、必要に応じて担当の活動状況

を報告するとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  71）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 
 

① 浄水施設等復旧班で使用する資料・様式等を準備し、浄水施
設等復旧チームに必要なものを配布する。 

 
② 浄水施設等復旧班で使用する通信機器を準備し、浄水施設等

復旧チームに必要なものを渡す。 
 

 

○   □  72）事故・停電状況・断
水状況等の調査 

 

① 浄水施設等復旧チームから、浄水場等の施設の事故状況ある
いは停電状況の情報を収集する。 

 
② ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班

計画・情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。 
 

・事前の被害想定結果を参考にする。 

○   □ □ 73 ） 電力会社の停電状況・
復電見通し等の確認 
［停電に摘要］ 

① 電力会社から、停電状況、復電見通し等の情報を収集し、浄

水施設等復旧チームに伝達する。 

 

・「表2-3 関係機関との情報連絡体制」
を利用。 

○   □  74) 施設の運転管理、 
系統間水運用 

① 管路班の計画・情報担当と連携を図りながら、施設事故ある

いは停電が発生し、供給水量が低下した系統に対して、他の

系統からの供給が可能な否かを検討する。 

 

② ①が可能な場合、浄水施設等復旧チームに他系統の施設の運

用方法の変更を指示する。 
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浄水施設復旧班 計画･情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者
初期 復旧期 

○   □ □ 81）応急復旧計画の策定
等 

 

① 浄水施設の事故・被害状況等を整理し、以下の内容で浄水施
設等復旧班の応急復旧計画を策定する。 

 
• 復旧期間の設定 
• 応急復旧の順位と方法の選択 
• 応急復旧資機材の確保 
• 復旧工程の検討 
• 復旧工事班の編成(人員、協力会社、車両等) 

 
② ①の応急復旧計画を総務班調査・広報担当、応急給水班計画・

情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。 
 
③ ①の応急復旧計画を浄水施設等復旧チームに指示する。 
 
④ 浄水施設等復旧班の活動に関して、必要に応じて、浄水施設

等復旧チームを指揮・命令する。  
 

 
 

○   □  82）施設等復旧業者への
応援要請及び配備 

 

① 応急復旧計画に基づき、応援体制等を整理し、施設復旧業者
に対し応援要請する。*1*2 

 
② 施設復旧業者の受付けを行い、浄水施設等復旧活動方針等を

説明し、浄水施設等復旧チームに引き継ぎ、配備する。*3 
 

*1「表2-3 関係機関との情報連絡体制」
を利用。 

*2従事可能な水道ＯＢに応急復旧の補
助を依頼することも有効。 

*3施設復旧業者に、依頼業務、遵守事
項、連絡方法、作業方法などを説明
し、準備した資料を渡す。 

○    □ 91-1）応急復旧状況調査 ① 浄水施設等復旧チームから、浄水場等の施設の復旧状況を収
集する。 

 
② ①の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班

計画・情報担当、管路班計画・情報担当に報告する。 
 

・「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」
を参照。 



 

 

 

 

 
Ⅱ－48 

浄水施設復旧班 計画･情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者
初期 復旧期 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) 

(1) 苦情の収集と処理 

① 計画・情報担当あるいは浄水施設等復旧チームを通して、市

民から苦情を受け付ける。 

 

② ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理

する。 

 

③ 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以

下の担当に処理を依頼する。 

総務班     調査・広報担当 

応急給水班   計画・情報担当 

管路班   計画・情報担当 

 

④ 他班で処理できず、浄水施設等復旧班で処理できる苦情を③

の担当から受け付け、処理する。 

 

 

     (2) 苦情処理の結果の収

集 

① 浄水施設復旧班における苦情とその処理結果を総務班調査・

広報担当に報告する。 

 

 

○     41)事故記録の作成 ① 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、施設事

故あるいは停電の状況、対策全般にわたる記録を速やかに作

成する。 

 

問題点などの評価・分析を行い、将来
に役立てることが必要。 



 

 

 

 

 
Ⅱ－49 

浄水施設復旧班 浄水施設等復旧チーム  施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 15）浄水施設復旧班会議 
(班会議) 

① 浄水施設復旧班会議において、必要に応じてチームの活動状

況を報告するとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  71）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 

① 計画・情報担当より、必要な資料・様式を入手する。 
 
② 計画・情報担当より、通信機器を受け取る。 

 

○   □  72）事故・停電状況調査、
緊急措置 

 

① 事故が発生した場合、あるいは停電が発生した場合、警報等
に基づいて、定められた調査方法・順序に従って、現場確認
および中央監視システム等を利用して、以下に示す事故状況
調査を行う。   
• 浄水設備、送水設備等の稼働状況、動力確保状況*1 等 

（ポンプ、バルブ、薬品注入設備、計装設備*2 等） 
• 場外施設の稼働状況、動力確保状況等 
• 自家発電設備等の作動状況 
• 浄水池、場外配水池等の水位の確保状況 
• 消毒設備などの危険物の安全確認 
• 付属設備・施設等の異常の有無等 

 
② 被害状況に応じて、以下に示す緊急措置を行う。 

• 事故が発生した設備、影響が及ぶ設備・施設等の停止・
切り離しあるいは補強措置 

• ポンプ等の予備機起動 
• 薬品注入設備の予備機への切替え。 
• 設備等で制御が困難な場合は、手動運転。 
• 自家発電設備等の起動(必要な場合) 
• 薬液漏洩時の排水等*3 
• 送配水の水量・水圧異常時等のポンプ停止 
• 火災および有毒ガスの発生防止措置 
• 水質管理の強化 
 

③ 事故・被害状況調査および緊急措置の結果を整理し、計画・
情報担当に報告する。 

 

 
 
 
 
*1停電の場合、原因が電力会社か、あ

るいは水道施設の電気設備かを調
査・確認する。 

*2監視制御が不能の場合、原因が通信
会社か、あるいは水道施設の通信設
備かを調査・確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*3浄水処理に影響を与えないように注

意する。防護被服等を着用して行う。 
 
 
 
 



 

 

 

 

 
Ⅱ－50 

浄水施設復旧班 浄水施設等復旧チーム  施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 73 ） 電力会社の停電状況・
復電見通し等の確認 

［停電に摘要］ 

① 計画・情報担当より、電力会社の停電状況、復電見通し等の

情報を確認する。 

 

 

○   □  74) 施設の運転管理、 
系統間水運用 

① 計画・情報担当の指示に基づき、健全な他の系統の施設の運

用方法を変更し、事故等が発生した系統に対し浄水供給を行

う。 

 

 

○   □ □ 81）応急復旧計画の確認、
指揮・命令事項の確認 

① 計画・情報担当より、浄水施設復旧計画を確認する。 
 
② 計画・情報担当より、指揮・命令事項を確認する。 

 

○   □  82）施設復旧業者の配備 
 

① 計画・情報担当から施設復旧業者を受け入れる。 
 

 

○    □ 91）施設復旧工事等の実
施 

93）水質検査の実施 

① 応急復旧計画に基づき、浄水施設等の復旧工事を行う。 
 
② 復旧した浄水施設等を対象として水質検査を行う。 

 
 
 
・管路チームが給水の水質検査を実施

する際、状況に応じて協力する。 

○    □ 91-1）応急復旧状況調査 ① 浄水施設等の応急復旧状況を整理し、その結果をまとめる。 
 
② 計画・情報担当に、①の調査結果を報告する。 

 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) 
 

① 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。 
 

 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－51

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.5 管路班の業務 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－52

管路班の組織 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 区分 人員 

◎ 水道課職員 7 人 

○ 市長部局職員 1 人 

★ 応援事業者職員等 －人 

計 ８人 

統括（班長等） 

［PⅡ-54 参照］ 

計画・情報担当 

[PⅡ-55～56 参照] 

管路チーム 

[PⅡ-57 参照] 

◎班 長：＊＊＊＊(係長) 

◎副班長：＊＊＊＊ 

 ◎担当責任者：＊＊＊＊ 

 ◎担 当 者：＊＊＊＊ 

 ○担 当 者：＊＊＊＊ 

 ◎担当者(ブロック責任者) ：＊＊＊＊ 

 ◎担当者(ブロック責任者) ：＊＊＊＊ 

 ◎担 当 者：＊＊＊＊ 



 

 

 

 

 

 Ⅱ－53

 

管路班の業務 

業務区分 業務項目 

区分 管路班 

施設

事故 
停電 班長 

担当

責任

者 

計画

情報

担当 

管路 

復旧

チーム 

応
急
体
制
の
確
立 

指
揮
命
令
・
総
合
調
整 

指揮・命令 

11 対策本部の活動の統括・指揮・命令 

12 班の活動の統括・指揮・命令 

13 担当の活動の統括 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

会議等 

14 対策本部会議（本部会議） 

15 班会議 

16 他班との連絡調整 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

情
報
連
絡
・
市
民
対
応 

情報連絡等 

21 資料等の準備（情報連絡、応援要請関係） 

22 通信機器の確保 

23 水道施設の事故・停電状況、応急給水状

況等の確認 

24 消防、他のライフライン等への連絡 

25 医療機関､学校、社会福祉施設等への連

絡 

26 厚生労働省、都道府県等への状況報告 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

市民対応 
27 広報 

28 電話等受付（苦情処理等） 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

他事業者への 

応援要請 

31 応急給水の応援要請と配備（応援事業者

等に対するもの） 
○ ○     

事故記録の作成 41 事故記録の作成 ○ ○   ○  

応
急
復
旧 

被害状況の把握

と緊急措置 

71 資料等の準備（応急復旧関係） 

72 水道施設の事故・停電状況・断水状況調

査（緊急措置を含む） 

73 電力会社の被害状況・復旧状況の確認 

74 施設の運転管理、系統間水運用等 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

 

◎ 

○ 

◎ 

 

 

○ 

応急復旧の計画

作成と実施 

81 応急復旧計画の作成 

82 施設復旧業者への応援要請と配備 

91 応急復旧工事の実施（応急復旧状況調査

を含む） 

92 管路の通水作業の実施 

93 水質検査の実施 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

応
急
給
水 

応急給水の計画

作成と実施 

51 資料等の準備（応急給水関係） 

52 応急給水計画の作成（運搬給水） 

○ 

○ 

○ 

○ 
    

61 応急給水の実施（応急給水状況調査を含

む） 
○ ○     

注) *1 ◎：当該業務の中で、関係機関等との連絡・調達、計画策定、現場作業の実施等の主要業務

を行う担当。 

  ○：主要業務以外の業務を行う担当。 

   ：応援を依頼する業務項目 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－54 

管路班 班長･担当責任者 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

班長   副班長は班長の補佐、代理を行う。 

○   □ □ 12）管路班活動の指揮・
命令 

① 管路班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。 ･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。 
   
② 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。 

 

○   □ □ 15）管路班会議 

(班会議) 

① 必要に応じて管路班会議を招集する。 

② 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方

針を確認する。 

 

 

担当責任者    

○   □ □ 13）担当の活動の統括 ① 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。 ･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 15）管路班会議 
(班会議) 

① 管路班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、

活動方針を説明する。 

 

○   □ □ 16）他班との連絡調整 ① 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。 
② 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに

答える。 

 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－55 

管路班 計画・情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 15）管路班会議 
(班会議) 

① 管路班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告す

るとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  71）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 
 

① 管路班で使用する資料・様式等を準備し、管路チームに各々
必要なものを配布する。 

 
② 管路班で使用する通信機器を準備し、管路チームに各々必要

なものを渡す。 
 

 

○   □  72）事故・被害状況・断
水状況等の調査 

 

① (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。 
 

(a)浄水施設復旧班計画・情報担当 
• 浄水場等の施設の事故の状況［施設事故時］ 
• 浄水場等の施設の停電の状況［停電時］ 

 
(b)管路班管路チーム（ブロック責任者） 

• 施設事故あるいは停電による各地区の断水状況 
 
② (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班

計画・情報担当に報告する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○   □  74) 系統間水運用 ① 浄水施設復旧班の計画・情報担当と連携を図りながら、施設

事故あるいは停電が発生し、供給水量が低下した系統に対し

て、他の系統からの供給が可能な否かを検討する。 

 

② ①が可能な場合、管路チームに系統間の連絡バルブの開閉等

の水運用方法の変更を指示する。 

 

 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－56 

管路班 計画・情報担当 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○    □ 92-1）通水状況調査 ① (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。*1 

 
(a)浄水施設復旧班計画・情報担当 

• 浄水場等の施設の復旧状況 
• 浄水場等の施設の応急復旧計画 

 
(b)管路班管路チーム（ブロック責任者） 

・ 配水管の断水状況・通水状況 
 
② (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班

計画・情報担当に報告する。 
 

*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」
を参照。 

 
 
 
 
 
 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) 
(1) 苦情の収集と処理 

① 計画・情報担当あるいは管路チームを通して、市民から苦情
を受け付ける。 

 
② ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理

する。 
 
③ 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以

下の担当に処理を依頼する。 
総務班     調査・広報担当 
応急給水班   計画・情報担当 
浄水施設復旧班 計画・情報担当 

 
④ 他班で処理できず、管路班で処理できる苦情を③の担当から

受け付け、処理する。 

 

     (2) 苦情処理の結果の収
集 

① 管路班における苦情とその処理結果を総務班調査・広報担当
に報告する。 

 

 

○     41)事故記録の作成 ① 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、断水状

況、通水作業全般にわたる記録を速やかに作成する。 

 

問題点などの評価・分析を行い、将来
に役立てることが必要。 



 

 

 

 

 

 
Ⅱ－57 

管 路 班  管 路 チ ー ム 施設事故・停電共通 

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 
実施主体 主な実施時期 業 務 項 目 

（太字：主要業務  ） 
（細字：主要業務以外） 

当 

事業者
共同 

応援 

事業者

初期 復旧期 

○   □ □ 15）管路班会議 
(班会議) 

① 管路班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告

するとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  71）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 

① 計画・情報担当から資料・様式を入手する。 
 
② 計画・情報担当から通信機器を受け取る。 
 

 

○   □  72）断水状況調査 
 

① 定められた調査方法・順序に基づき、以下に示す断水状況調
査を行う。 
• 断水区域ならびに給水区域の水圧の確認 

 
② 断水状況調査の結果を整理し、ブロック責任者が収集して、

計画・情報担当に報告する。 
 

 

○   □  74) 施設の運転管理、 
系統間水運用 

① 計画・情報担当の指示に基づき、系統間の連絡バルブの開閉

等の水運用方法を変更する。 

 

 

○    □ 92）管路の通水作業の実
施 

93）水質検査の実施 

① 施設の復旧後、計画・情報担当の指示に基づき、管路の通水
作業を行う。*1 

 
② 通水作業が完了した管路を対象として水質検査を行う。*2 
 

*1中大口径管路の空気弁を中心に、空
気弁内の清掃、弁室の排水作業等を
行う。 

 
*2水質検査は必要に応じて、浄水施設

等復旧チームの協力を得て行う。 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) ① 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。 
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４.２ 情報連絡系統図 
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*1 事後対策の基本的重要事項    

*2 水道の技術上の管理に関する事項（水質検査、衛生上の措置、給水の緊急停止等） 

 

 

 

   

総務班 

応急給水班 浄水施設復旧班 管路班 

計画・情報担当★ 

応急給水チーム★ 

(ブロック責任者) 

応急給水チーム★ 

管路チーム 

(ブロック責任者) 

管路チーム 

 

浄水施設等 

復旧チーム 

調査・広報担当 

統括（班長等） 

動員・調達担当 

事故対策本部長 

統括（班長等） 統括（班長等） 統括（班長等） 

計画・情報担当 計画・情報担当 

（事故対策本部長等（施設事故・停電）） 

*1 *1 

指揮命令事項 ：事故対策本部会議委員 

★  ：応援事業者あるいは共同で実施する。 
      

4.2.1 指揮命令系統図 

水道技術管理者 
※電気主任技術者 

*2 

（事故対策本部長等より） 
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総務班 

計画・情報担当★ 

応急給水チーム★ 

(ブロック責任者) 

応急給水チーム★ 

管路チーム 

(ブロック責任者) 

管路チーム 

 

浄水施設等 

復旧チーム 

調査・広報担当 

統括（班長等） 

動員・調達担当 

事故対策本部長 

水道技術管理者 
※電気主任技術者 

統括（班長等） 統括（班長等） 統括（班長等） 

計画・情報担当 計画・情報担当 

（事故対策本部長等（施設事故・停電）） 

被害状況等の情報 ：事故対策本部会議委員 

★  ：応援事業者あるいは共同で実施する。 
      

市災害対策本部 

市    民 

報 道 機 関 

4.2.2 情報収集・広報連絡系統図 

応急給水班 浄水施設復旧班 管路班 
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５．資料・様式 
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資料・様式  目次 

 

 

（共 通） 

様式Ａ１ 資機材の備蓄及び整備状況調査表･････････････････････････ Ⅱ-63 

 

（応急給水用） 

様式Ｂ１ 応急給水応援体制報告書･････････････････････････････････ Ⅱ-64 

様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書･･･････････････････････････････ Ⅱ-65 

 

（参考資料） 

参考資料１ 停電時における連絡体制の整備及び停電に配慮した 

水道施設整備の推進等について････････････････････････ Ⅱ-66 
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様式Ａ１  資機材の備蓄及び整備状況調査表 
 

（平成  年度現在） 

       水道局 

項 目 内  容 保有数量 初期応援可能数 備 考 

車 両 給水車（   ｍ3）    

給水車（   ｍ3）    

ト ラ ッ ク    

ク レ ー ン 車    

そ の 他    

給 水 容 器 仮設水槽（   ｍ3）    

仮設水槽（   ｍ3）    

給水タンク（  L）    

給水タンク（  L）    

給水タンク（  L）    

ポリ容器（   L）    

ポリ容器（   L）    

そ の 他    

機 材 応 急 給 水 装 置    

ろ 過 機    

発 電 機    

投 光 器    

鉄 管 切 断 機    

電 動 ネ ジ 切 機    

そ の 他    

管 類 直管（     mm）    

直管（     mm）    

直管（     mm）    

継 手 類    

缶 詰 等 
ペ ッ ト ボ ト ル （ 飲 料 水 ）    

食 料    

そ の 他     

    

注）その他の欄には、特殊管、緊急用資機材等の状況を記入してください。 

  また、管類については継手種類についても明記してください。 
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様式Ｂ１  応急給水応援体制報告書 
 

   年   月   日 

 

 

事 業 者 名 

 

 

人員 可能給水方法 
車両台数 

（タンク容量） 
作業可能時間 

人 

タンク給水 
台 

（    ｍ3） 
～ 

人 

タンク補給 
台 

（    ｍ3） 
～ 

人 

容器配付 

台 

～ 

人 

給水補助 

台 

～ 

合 計 

 

 

人 

 合 計 

 

 

台 
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様式Ｂ２  応急給水作業指示・報告書 

年  月  日 

事 業 者 名 人員 車両 給水方法 作業時間 

    ～ 

注 意 点 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

給水場所 
   

作業時間 

 

と 

 

給水量 

1 
～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

2 
～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

3 
～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

4 
～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

5 
～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

～ 

ｍ3 

作業従事者  

給水方法 

タンク給水 

容 器 配 付 

タンク補給 

給 水 補 助 
作業時間 ～ 

給水人数 人 給水量合計 ｍ3 

補給場所と 

補給回数 

浄水場・配水場 

             貯留槽・給水船 

 

        回 

特記事項 
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参考資料１ 停電時における連絡体制の整備及び停電に配慮した水道施設整備の推進等に 

ついて 

(昭和六一年五月九日) 

(衛水第一一六号) 

(各都道府県水道行政主管部(局)長あて厚生省生活衛生局水道環境部水道整備課長通知) 

水道の高普及時代を迎えた今日、水道が大部分の国民にとつて生活用水等確保のための

唯一の手段となつており、水道の給水制限や停止が国民の生活や都市の諸活動に与える影

響は極めて大きなものとなつている。 

去る三月二三日首都圏において、大雪と強風による送電線事故により、最長五○数時間

にわたり電力供給が停止し、そのため、神奈川県をはじめ一都三県において二四上水道、

四簡易水道で断水となり約三○○万人が影響を受けた。 

今回の事態に際して、水道事業者及び水道用水供給事業者(以下「水道事業者等」とい

う。)と電気事業者との間の連絡等が必ずしも十分でなく、水道事業者等による応急給水や

通電後の迅速な通水再開に支障を生じた事例が一部に見受けられたことから、特に、左記

の事項に留意の上所要の措置を講ずるよう、貴管下水道事業者等に対し、指導方よろしく

お願いする。 

なお、渇水時における体制の整備等については昭和四九年七月一九日付け環計第三六号

水道環境部長通知により、地震時における体制の整備等については昭和五五年一月四日付

け環水第三号本職通知により、既に指示しているところであるので、これらも併せて考慮

の上停電時に備えた体制整備等に取組むよう指導されたい。 

記 

一 電気事業者との連絡体制に関し、次の点に配慮した点検及び整備・強化 

(一) 連絡責任者の設置及び連絡系統の整備 

(二) 電話による連絡体制の確立 

(三) 水道事業者等からの電気系統の復旧に関する希望優先順位の提示 

(四) 双方の施設配置等に関する情報の交換 

(五) 停電時の双方の体制に関する情報の交換 

二 水道利用者に対する広報体制等の整備・強化 

(一) 広域的な停電時における水道利用者に対する水道事業者等毎及び水道事業者等共

同の広報体制の整備・強化 

(二) 水道利用者からの問い合わせに対する応答体制の整備・強化 
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三 水道事業者等の防災計画の充実等 

地震、風水害等に備えた防災計画について、電気事業者の意見を参考として、電力供

給が停止するケースも想定した防災計画の策定・充実 

四 停電に配慮した水道施設と施設運用体制の整備 

(一) 送・配水系統、給水区域等の実態に即した浄水場、ポンプ場等の自家発電施設(保

安電力を含む。)の整備又は地域の条件に応じた電源の二系統化、二回線化の推進 

(二) 送・配水系統等相互間の連絡施設(隣接水道との連絡を含む。)の整備 

(三) 停電のない系統等の水道利用者の節水等により水道水の緊急融通を可能とする運

用体制の整備 

 


